
無事の収穫に感謝感謝です
田辺 絹子さん （84）

作りがいがありますよ
小笠原 洋さん（65）私たちは地域おこし協力隊です

 　    （左）藤田 未来さん（32）
（右）中川 祐也さん（31）

ふじ た　　み  らい

　四万十町の地域おこし協力隊として、しまん
と農楽里で農作業を手伝っています。ショウガ
の栽培を学ぶため、中村支所で開かれた露地
生姜部の栽培講習会に参加しました。
　四万十町は寒暖差があるので、農業に向い
ていると思います。ゆくゆくはここで畑を借り
て、農業で生計を立てたいです。

　これは私が発明した害獣捕獲装置です。特
徴はバネがない点と誤作動が起きない点で、
仕掛ける人も安心です。今年度は販売目標の
800基を達成しました。県外からも注文がある
ので作りがいがありますよ。
　森林組合の作業員として働いています。３
月末の退職後も自宅で製造したいですね。

試験栽培のワサビです
山本 官さん（63）

三原支所
管内より

中村支所
管内より

洋服似合ってるかしら？
山中 リンちゃん（５）

　寒さが苦手だから、防寒のために服を着てる
の。ぬいぐるみみたいでしょ。すぐ近くにお姉
ちゃんがいて、一緒に散歩することもあるのよ。
今日はお母さんと散歩中。もうすぐ雨が降りそ
うだから、早く帰らないとね。
　人見知りタイプだから滅多に披露しないんだ
けど、私の得意技はジャンプよ。

　四万十農園あぐりっこ研修センターは、四万
十市わさび栽培協議会から委託を受けて、ハ
ウスワサビを試験栽培しています。今は、収
穫したワサビを洗って調製しているところです。
刺身や焼き肉に合いますよ。
　研修センターではハウストマトも栽培してい
ます。やる気のある方を募集中です！

大正支所
管内より

十和支所管
内より

中村支所
管内より

お がさわら　ひろし

やま　なか

た   なべ　きぬ  こ
私と娘が名付けました
小椋 さゆりさん     （39）
（右）おこげちゃん（３）
（左）玄米くん           （２）

　おこげは娘が、玄米は私が命名しました。２
匹は姉弟ではないので、最初は一緒に散歩す
るのも大変でしたが、今では程よく仲良しに
なって番犬になってくれています。
　おこげは大人しく神経質な性格で、玄米は
怖がりで食いしん坊です。２匹ともお肉が大好
きですね。

大正支所
管内より

お  ぐら

やまもと　つかさ　ナバナを収穫しています。昨秋に肋骨を骨
折して今作はどうなるか不安でしたが、クワが
使えない間は手で畝を立てて、無事に収穫を
迎えました。十和支所に出荷しています。
　年齢には勝てませんが、毎日日誌を書くこと
と感謝の気持ちを忘れないように心掛けていま
す。体を動かすことも大切ですね。

なかがわ　ゆう や

げん まい
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

東京で県産ユズの販売好評
三原支所

大正支所

中村支所

ポット栽培のマニュアル化へ

　

四
万
十
農
園
あ
ぐ
り
っ
こ
研
修
セ
ン

タ
ー
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
ト
マ

ト
の
ポ
ッ
ト
栽
培
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
月
定
例
会

を
開
き
、
１
月
23
日
に
は
実
践
農
家
と

幡
多
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
幡
東
営
農

セ
ン
タ
ー
が
生
育
調
査
の
結
果
や
今
後

の
管
理
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル

栽
培
か
ら
３
年
前
に
県
内
で
は
珍
し
い

ポ
ッ
ト
栽
培
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
資

材
費
が
安
く
、
栽
培
準
備
や
病
気
発
生

時
の
対
処
が
楽
な
こ
と
か
ら
、
管
内
へ

の
普
及
に
向
け
て
栽
培
管
理
の
確
立
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
部
幡
多
地
区
大
方
支
部
は
12

月
27
日
、
大
方
支
所
で
ふ
れ
あ
い
文

化
教
室
と
し
て
、
年
末
恒
例
の
ミ
ニ

門
松
を
作
り
ま
し
た
。
今
回
は
ミ
ニ

門
松
に
加
え
て
干
支
の
ネ
ズ
ミ
の
置

き
物
も
作
り
、
参
加
し
た
約
30
人
は

お
正
月
飾
り
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ネ
ズ
ミ
の
置
き
物
は
卵
の
殻
を
利

用
し
た
も
の
で
、
個
性
あ
ふ
れ
る
ネ

ズ
ミ
が
た
く
さ
ん
完
成
し
ま
し
た
。

ミ
ニ
門
松
に
は
、
花
き
生
産
者
の
部

員
ら
が
持
ち
寄
っ
た
カ
ス
ミ
ソ
ウ
や

ダ
リ
ア
、
グ
ロ
リ
オ
サ
な
ど
を
利
用
。

完
成
し
た
ミ
ニ
門
松
の
半
分
は
、
地

域
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
に
配

布
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
幡
多
地
区
大
正
支
部
は

１
月
22
日
、
四
万
十
町
大
正
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
地
域
の
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
配
る
お
弁

当
48
食
分
を
作
り
ま
し
た
。
献
立

は
小
豆
ご
飯
と
ブ
リ
の
照
り
焼
き
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
白
和
え
、
カ
ブ

の
甘
酢
漬
け
、
卵
焼
き
な
ど
。
部

員
は
手
分
け
し
て
調
理
し
、
ト
レ

イ
の
中
に
丁
寧
に
詰
め
ま
し
た
。

　

し
ま
ん
と
町
社
会
福
祉
協
議
会

大
正
支
所
が
取
り
組
む
給
食
サ
ー

ビ
ス
で
、
同
支
部
を
含
む
６
団
体

が
お
弁
当
作
り
に
協
力
し
て
い
ま

す
。
同
支
部
は
年
に
２
回
協
力
し

て
い
ま
す
。

高齢者へのお弁当作りに協力
大方支所

お正月飾り作りで部員交流

ユズ茶の試飲を勧める岩崎部長（左から２人目）研修棟でトマトの生育状況を確認するメンバー

48食分のトレイに小豆ご飯を詰める女性部員笑い声が絶えなかったネズミの置き物作り

　

三
原
支
所
ゆ
ず
部
会
は
12
月
20
日
、

東
急
ス
ト
ア
大
森
店
で
冬
至
用
ユ
ズ

の
消
費
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。
岩
崎

篤
部
長
と
同
支
所
、
東
京
事
務
所
の

各
Ｊ
Ａ
職
員
が
参
加
。
来
店
者
に
ユ

ズ
の
食
べ
方
と
し
て
ユ
ズ
茶
を
提
案

し
、
高
知
県
産
ユ
ズ
の
お
い
し
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
来
店
者
は
食

用
と
し
て
の
ユ
ズ
を
求
め
て
、
お
い

し
い
ユ
ズ
の
見
分
け
方
や
保
存
法
な

ど
を
熱
心
に
聞
く
な
ど
好
評
で
、
用

意
し
て
い
た
ユ
ズ
は
完
売
し
ま
し
た
。

　

同
店
で
は
ユ
ズ
の
他
、
県
産
の
シ

シ
ト
ウ
や
ミ
ョ
ウ
ガ
も
販
売
し
ま

し
た
。

県農業担い手サミット in 黒潮町
スマート農業実践事例紹介

幡多地区でテレビ番組の収録続々
旬を迎えた文旦とナバナＰＲ

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
高
知
に
よ
る
食
と
農

を
応
援
す
る
テ
レ
ビ
番
組
の
収
録
が
、

今
年
か
ら
幡
多
地
区
管
内
で
次
々
と
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
１
月
14
、
21
日
は
宿

毛
支
所
管
内
、
同
月
17
日
は
十
和
支
所

管
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宿
毛
支
所
管
内
で
は
、
写
真
家
の
高

橋
正
徳
さ
ん
が
、
収
穫
を
迎
え
た
文
旦

の
園
地
や
同
支
所
み
か
ん
選
果
場
を
撮

影
し
、
２
月
３
日
に
高
知
さ
ん
さ
ん
テ

レ
ビ
の
「
あ
ぐ
り
の
地
か
ら
」
で
ご
紹

介
。
上
空
か
ら
見
た
園
地
の
美
し
さ
や

Ｊ
Ａ
の
役
割
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

十
和
支
所
管
内
で
は
、
ナ
バ
ナ
生
産

者
の
土
居
重
満
さ
ん
に
協
力
い
た
だ

き
、
ナ
バ
ナ
の
収
穫
作
業
が
収
録
さ

れ
、
２
月
１
日
に
テ
レ
ビ
高
知
の
「
あ

さ
コ
レ
！  
ベ
ジ
フ
ル
レ
シ
ピ
」
で
、

野
菜
ソ
ム
リ
エ
上
級
プ
ロ
の
西
村
有
加

さ
ん
に
よ
る
ナ
バ
ナ
の
お
い
し
い
食
べ

方
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
土
佐
支
所
管
内
で
も
、「
あ
ぐ
り

の
地
か
ら
」
で
紹
介
す
る
た
め
に
、
今

年
度
中
に
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
収
録
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、「
あ
ぐ
り
の
地
か
ら
」
と
「
ベ

ジ
フ
ル
レ
シ
ピ
」
の
放
送
後
の
映
像
は
、

Ｊ
Ａ
高
知
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
知
県
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会

な
ど
は
１
月
28
、
29
の
両
日
、
県
内
の

認
定
農
業
者
の
経
営
の
発
展
や
経
営
者

と
し
て
の
資
質
向
上
を
目
的
に
、
黒
潮

町
で
第
21
回
高
知
県
農
業
担
い
手
サ

ミ
ッ
ト
in
黒
潮
町
を
開
き
ま
し
た
。

「
ス
マ
ー
ト
農
業
が
目
指
す
魅
力
あ
る

農
業
と
新
た
な
担
い
手
確
保
の
取
り
組

み
」
を
テ
ー
マ
に
、
優
良
担
い
手
３
事

例
を
紹
介
。
ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
す
る

記
念
講
演
も
行
い
ま
し
た
。

　

優
良
担
い
手
事
例
と
し
て
、
営
農
支

援
セ
ン
タ
ー
四
万
十（
株
）の
川
村
陽

三
代
表
取
締
役
は
、
中
山
間
の
地
域
農

業
・
農
村
を
支
え
る
大
規
模
経
営
体

の
モ
デ
ル
と
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク

タ
ー
や
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
ス

マ
ー
ト
農
機
を
活
用
し
た
事
業
の
取
り

組
み
を
紹
介
。
作
業
負
担
の
軽
減
や
作

業
時
間
の
削
減
効
果
に
加
え
、
社
員
の

意
欲
が
向
上
し
た
こ
と
も
成
果
と
し
て

あ
げ
ま
し
た
。
会
場
で
は
ド
ロ
ー
ン
や

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の
展
示
も
あ
り
、
参

加
者
は
メ
ー
カ
ー
の
説
明
に
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

県
内
の
認
定
農
業
者
や
後
継
者
、
担

い
手
農
家
ら
50
人
以
上
が
参
加
し
、
大

方
南
部
花
き
団
地
や
黒
潮
町
農
業
公
社

の
ハ
ウ
ス
な
ど
の
現
地
視
察
も
行
い
ま

し
た
。

宿毛支所・十和支所

収穫したナバナをＰＲする土居重満さん（右）

展示されたドローン（奥はアシストスーツ）

大方支所
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幡
多
地
区
で
は
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜

の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ナ
バ
ナ
が
多
く
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
野
菜
を
栽

培
す
る
上
で
問
題
と
な
る
ア
ブ
ラ
ナ
科

野
菜
根
こ
ぶ
病
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
根
こ
ぶ
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
根
こ
ぶ
病
（
以
下

根
こ
ぶ
病
）
は
、
根
こ
ぶ
病
菌
が
ア
ブ

ラ
ナ
科
植
物
の
根
に
感
染
し
て
起
こ
る

病
気
で
す
。
根
こ
ぶ
病
に
感
染
す
る

と
、
根
に
菌
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
コ
ブ

を
作
り
ま
す
。
コ
ブ
は
水
の
通
り
を
悪

く
す
る
た
め
、
植
物
は
し
お
れ
、
ひ
ど

い
と
き
に
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
コ
ブ

は
治
ら
な
い
の
で
、
発
病
し
て
し
ま
う

と
治
療
が
難
し
い
病
気
で
す
。
ア
ブ
ラ

ナ
科
植
物
の
キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ
ク
サ
イ
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
カ
ブ
、
ナ
バ
ナ
な
ど
が
発

病
し
、
酸
性
で
水
は
け
が
悪
い
土
壌
で

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の
根
こ
ぶ
病
に
つ
い
て

幡
多
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

岩
橋
理
紗

　
　
　
　
（
０
８
８
０
―
３
４
―
７
０
７
０
）

多
発
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

連
作
す
る
こ
と
で
発
病
し
や
す
く
な
り

ま
す
が
、
様
々
な
野
菜
を
栽
培
す
る
家

庭
菜
園
で
は
あ
ま
り
見
か
け
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
連
作
や
水
稲
と
の
輪
作
は
注
意

　

根
こ
ぶ
病
菌
は
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
植
物

の
根
だ
け
で
増
殖
で
き
る
寄
生
菌
で
、

ア
ブ
ラ
ナ
科
植
物
が
な
い
場
合
は
、
乾

燥
に
強
く
、
水
中
で
も
生
存
可
能
な
状

態
で
土
の
中
に
い
ま
す
。
根
こ
ぶ
病
の
コ

ブ
に
は
多
く
の
菌
が
詰
ま
っ
て
い
る
た

め
、
発
病
し
た
株
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
い
た
り
、
土
に
す
き
込
ん
だ
り
す
る

と
、
菌
が
土
の
中
に
残
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
防
除
対
策
を
と
ら
ず
に
連
作
す
る

と
、
被
害
の
拡
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
菌
は
水
中
で
生
存
で
き
る
た

め
、
発
病
後
に
水
田
に
す
る
と
水
は
け

が
悪
く
な
り
、
次
作
で
発
病
し
や
す
く

初心者（家庭菜園）向け

　原則として連作は避け、低温時期の播種も避けましょう。発芽における
最低温度は７～８度です。収穫は開花後22～25日で、絹糸の褐色が完
全に進んだところを目安にしましょう。

栽
培
ポ
イ
ン
ト
復
習

露
地
生
姜
部
だ
よ
り【
№
４
】

　

露
地
生
姜
部
は
１
月
９
日
、
幡
多

地
区
本
部
で
露
地
シ
ョ
ウ
ガ
の
栽
培

講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
部
員
ら
25

人
が
参
加
し
、
１
年
間
を
振
り
返
っ

て
栽
培
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
復
習
し

ま
し
た
。
ま
た
、
幡
多
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
か
ら
発
生
し
や
す
い
病
害
虫

別
の
症
状
や
対
策
を
学
び
ま
し
た
。

【
栽
培
ポ
イ
ン
ト
】

①
排
水
性
、
保
水
性
に
優
れ
た
ほ
場

　

を
選
定
す
る
。
灌
水
用
の
水
源
が

　

確
保
で
き
る
と
良
い
。

②
堆
肥
や
切
り
ワ
ラ
な
ど
の
有
機
質

　

資
材
を
投
入
し
、
土
づ
く
り
に
努

　

め
る
。

③
優
良
種
子
の
確
保
に
努
め
、
無
病

　

の
種
芋
を
選
定
す
る
。

④
こ
ま
め
に
ほ
場
を
観
察
し
、
病
害

　

虫
の
早
期
発
見
に
努
め
る
。

⑤
除
草
作
業
は
早
め
に
天
気
を
見
て

　

行
う
。

⑥
栽
培
ほ
場
で
は
、
機
械
や
靴
な
ど

　

の
使
い
回
し
に
は
十
分
気
を
付
け

　

る
（
根
茎
腐
敗
病
や
青
枯
れ
病
が

　

発
生
す
る
と
、
ほ
場
が
使
え
な
く

　

な
る
）。

幡
東
営
農
セ
ン
タ
ー　

横
山　

栄
和

　
　
　
　

（
０
８
８
０‐３
１‐５
３
０
１
）

な
る
だ
け
で
な
く
、
ほ
場
全
体
に
菌
が

広
が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
水
稲

と
輪
作
す
る
場
合
は
、
複
数
の
防
除
方

法
を
組
み
合
わ
せ
て
根
こ
ぶ
病
を
抑
え

ま
し
ょ
う
。

●
栽
培
前
の
対
策
が
重
要
！

　

根
こ
ぶ
病
は
、
栽
培
前
か
ら
対
策
を

取
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
次
の

方
法
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り

効
果
的
に
防
除
で
き
ま
す
。

①
ア
ブ
ラ
ナ
科
植
物
の
連
作
を
避
け
る
。

　

３
年
以
上
ア
ブ
ラ
ナ
科
植
物
以
外
の

　

作
物
を
栽
培
す
る
。

②
石
灰
や
転
炉
ス
ラ
グ
等
の
資
材
で
、

　

土
壌
酸
度
を
pH
6.5
以
上
に
矯
正
す
る
。

③
高
畝
栽
培
や
明
き
ょ
、
暗
き
ょ
排
水

　

で
排
水
性
を
改
善
す
る
。

④
抵
抗
性
品
種
を
選
ぶ
。

⑤
発
病
株
は
早
め
に
抜
き
取
り
、
ほ
場

　

外
に
持
ち
出
し
て
処
分
す
る
。

⑥
前
作
に
お
と
り
植
物
（
葉
ダ
イ
コ
ン
、

　

エ
ン
バ
ク
な
ど
）
を
作
付
け
す
る
。

⑦
薬
剤
防
除
を
実
施
す
る
。

　

た
だ
し
、
土
の
pH
が
高
い
と
、
作
物

に
よ
っ
て
は
他
の
病
気
が
発
生
し
や
す

く
な
る
た
め
、
資
材
の
施
用
量
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。
計
画
的
に
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

根こぶ病被害根（キャベツ）

根こぶ病被害を受けたほ場

作型
トンネル栽培
移植栽培
直まき栽培

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
●（　　　　  ）
● ▲

●

【栽培カレンダー】 ●:種まき　（　）:トンネル　▲:定植　■:収穫

保存方法とゆで方
【保存方法】
　収穫した時点からおいしさが逃げてしまうので、その日
のうちにゆでましょう。実を削ぎ落とすか、輪切りにして
冷凍保存しておくと便利です。ピューレにして保存して
おけば、ポタージュやソースにも利用できます。

【ゆで方】
　内側の皮を２～３枚残してゆでると、風味が逃げず
ジューシーに。皮つきのまま冷ますとシワが寄りにくくなり
ます。蒸す場合も同様に、皮をうまく利用するとおいしく
仕上がります。プリッとジューシーな食感にするため、余
熱分も考えて、加熱時間は短めに。レンジでチンも手
軽でおススメです。

　日当たりの良いほ場を選
び、種まきの２～３週間前
に１㎡当たり苦土石灰を120
ｇ、有 機 化 成13号（８-５-
５）を400ｇ、全面混和しま
す。

畑の準備1

2
　150～160㎝の畝幅に２
条播種し、25～30㎝間隔
で１穴に３粒まきます。まく
深さは２㎝程度で、極度な
深まきは避けましょう。

種まき

3
　小さなセルトレイ（72穴）
やジフィーナインに１穴１粒
をまき、本葉が３枚程度に
なったら本ほに定植します。
　早く播種したい場合は、
ビニールトンネルを張って温
度を確保します。

苗から育てる

5 追肥

6
　下の方の小さな雌穂は取
り除き、大きな雌穂を収穫
できるようにしましょう。

雌穂の除去

間引き

　種から育てた場合は、草
丈10～15㎝（本葉３～４枚）
になったら、生育が良いもの
を残して１本にします。　

4

　根の張り方が浅く、風で
倒れやすいので、生育前期
に２回程度、追肥と土寄せ
を行います。
　１回目は草丈30～40㎝
（本葉５枚）、２回目は草丈
60～70㎝（本葉７～８枚）の頃に、１㎡当たりそれぞれ30
ｇ行い、根を傷めないように土寄せしましょう。




